
　
　

全
国
で
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
を

筆
頭
と
す
る
様
々
な
詐
欺
犯
罪
の

報
道
が
あ
る
。多
く
の
高
齢
者
が
、

老
後
の
生
活
資
金
と
し
て
、
長
年

か
け
て
貯
蓄
し
て
き
た
多
額
の
金

銭
を
だ
ま
し
取
ら
れ
る
事
件
が
頻

発
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
本
町

で
の
、
こ
の
種
の
事
件
発
生
の
有

無
と
、
あ
っ
た
と
す
れ
ば
ど
の
よ

う
な
手
口
か
。
ま
た
、
町
は
防
犯

対
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
き
た
か
。

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
含
む
特
殊
詐

欺
の
被
害
が
全
国
で
多
発
し
て
い

る
。
特
に
高
知
県
下
で
は
過
去
最

悪
の
状
況
と
な
り
、
高
知
県
警
は

今
年
５
月
に
被
害
の
発
覚
が
相
次

い
で
い
る
と
し
て
、
初
の
警
報
を

出
し
た
。
そ
し
て
６
月
に
は
、
高

知
県
は
人
口
当
た
り
の
特
殊
詐
欺

被
害
額
が
全
国
最
悪
に
な
っ
た
と

報
道
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
被
害
は

増
え
、
８
月
末
に
は
被
害
は
55
件

と
な
り
、
被
害
総
額
は
５
億
円
を

突
破
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
一
年

間
の
被
害
額
を
２
億
円
近
く
上
る

額
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
本
町
で
の
特
殊
詐
欺
に

よ
る
被
害
状
況
は
、
平
成
25
年
発

生
の
１
件
が
、
本
町
住
民
の
被
害

で
あ
り
、
詐
欺
の
手
口
は
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
必
勝
法
詐
欺
で
、
被
害
額

は
約
１
０
４
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　

本
町
の
防
犯
対
策
に
つ
い
て
、

１
つ
目
は
、相
談
の
受
付
業
務
で
、

年
に
数
件
の
相
談
が
あ
る
、
そ
の

門
田 

産
業
推
進
室
長

大
西 

町
長

場
合
、
町
で
解
決
可
能
な
事
案
で

あ
れ
ば
対
応
す
る
が
、
専
門
知
識

を
要
す
る
場
合
や
既
に
被
害
に
遭

わ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
警
察

署
等
に
引
き
継
ぎ
、
早
期
解
決
を

図
る
。
ま
た
、
専
門
的
な
相
談
窓

口
と
し
て
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料

相
談
所
も
年
間
４
回
開
催
す
る
。

　

２
つ
目
は
注
意
喚
起
で
、
年
に

２
回
、
各
家
庭
に
悪
徳
商
法
に
関

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

被
害
の
防
止
に
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
住
民
や
警
察
署
等
か
ら
犯
罪

に
関
す
る
情
報
が
入
れ
ば
、随
時
、

告
知
放
送
に
て
注
意
喚
起
の
放
送

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

本
当
に
、
い
ま
行
っ
て
い
る

対
処
法
で
防
げ
る
の
か
。

　

あ
る
専
門
家
の
話
で
は
、
町
内

で
も
、届
を
出
さ
な
い
被
害
者
や
、

幸
い
に
も
未
遂
事
件
と
な
っ
た
例

ま
で
含
め
る
と
、
実
は
、
か
な
り

件
数
は
多
く
な
る
と
い
う
。

　

全
国
で
も
被
害
者
の
96
％
は
、

60
歳
以
上
の
高
齢
者
と
い
う
現
実

が
あ
る
。
高
齢
女
性
の
一
人
住
ま

い
が
年
々
増
え
て
お
り
、
人
の
優

し
さ
、
助
け
て
あ
げ
た
い
と
い
う

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
踏
み
台
に

し
て
、
最
後
に
逃
げ
ら
れ
な
く
す

る
た
め
に
脅
迫
す
る
と
い
う
卑
劣

な
手
口
が
常
套
化
し
て
い
る
。

　

地
域
担
当
職
員
の
方
々
が
交
代

し
て
、
高
齢
女
性
に
絞
り
、
防
犯

喚
起
に
週
１
回
で
も
電
話
連
絡
で

き
な
い
か
。

　

現
在
の
防
災
に
特
化
し
た
地
域

担
当
制
の
ス
キ
ー
ム
の
中
で
は
、

業
務
量
等
々
を
勘
案
す
る
と
、
少

し
厳
し
い
と
い
う
の
が
認
識
だ
。

　

懸
念
す
る
の
は
、
事
象
の
対
応

を
す
べ
て
行
政
側
か
ら
住
民
へ
と

い
う
こ
と
が
主
体
に
な
る
と
、
総

体
的
に
地
域
の
つ
な
が
り
が
薄
れ

て
い
く
。
要
は
、
こ
う
い
う
こ
と

が
あ
る
の
で
短
絡
的
に
、
行
政
が

地
域
に
入
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
示
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、
も
う
少
し
工
夫
さ
れ
た
仕

組
み
が
必
要
か
と
思
っ
て
い
る
。
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